
行 政 視 察 報 告 書 

 議会運営委員会行政視察 平成３０年１０月９日(火)～１０日(水) 

視 察 先 

及び 

視察事項 

・平成 30 年 10 月９日（火） １ 議会報告会について（実施状況、課題 

埼玉県所沢市議会 とその対策） 

 ２ ワールドカフェ「みみ丸カフェ」につ 

 いて（実施状況、課題とその対策） 

 ３ 議会評価について（実施状況、課題と 

 その対策） 

 ４ 専門的知見の活用について（実施状 

 況、課題とその対策） 

 ５ 議会施設について（議場・委員会室・ 

 会派控室など諸室及び設備等の視察含） 

・平成 30 年 10 月 10 日（水） １ 新庁舎議会施設について（議会施設の 

 埼玉県新座市議会 視察含） 

 ⑴ 施設の計画、設計に当たっての市議 

 会の関わり方（要望等） 

 ⑵ 施設整備の基本方針・設計方針 

  ⑶ 各施設（諸室）の概要（面積・設備 

 等内容） 

１ 所沢市議会 

 ⑴ 所沢市の概要 

   人口３４４，４１３人、面積７２．１１㎢。狭山茶が名産であり、航空発祥の 

地。イメージマスコットは市がトコろん、市議会がみみ丸 

⑵ 議会報告会 

  ア 事業の概要 

    年４回開催し、議員８人で４組。常任委員、会派を考慮して、全協室で２回、 

他の施設で２回。午後７時から２時間、あるいは昼間の２時から２時間。質疑の 

   内容は①道路・水路などの要望②様子をみる③事情を聞く④調査 などである。 

  イ 所感 

    参考にすべき所は、本市議会も取り入れてやってみて、反省することが必要。 

   参加人員が増えないところは同じでその解決策が見いだせない所（課題） 

⑶ ワールドカフェ「みみ丸カフェ」について 

 ア 事業の概要 

    議会基本条例は平成２１年３月に制定。議会の広聴機能強化の一環として 



   ワールドカフェスタイルによる。 

 イ 所感 

    すでに２回開催し、無作為に参加者を募集し、ファシリテーターを早稲田大学 

   の教授が、テーブルホストを学生が務め、会場作りに特産の狭山茶を用意し、装 

   飾をして盛り上げている様子。本年度は、所沢のいい所、ここが好き、こんな場 

所があっていいなどを話題として、２０才代から４０才代の人を対象にコンピュ 

ーターにて無作為抽出し、扇原淳早稲田大学をファシリテーター（司会進行）に 

開催されたとのこと。議会報告会と違った方法での開催は、一度やってみてはと 

   思う。 

⑷ 議会評価について 

   基本条例の制定は平成２１年３月。以来１８カ所の改革を進めている。主な所は 

  一問一答、自由討議、参考人招致、文書質問（閉会中）、広聴広報委員会の設置、 

  議会報告会の開催、政策討論会の開催、ＩＣＴ化の推進などであり、１年間の主な 

  事業の総括と条例の進捗確認、事業記録と公開、自己評価の達成度の明確化を改選 

  期（４年ごと）に実施。条例ごとの目的達成度、評価制度は本市議会も必要。本市 

 議会基本条例の評価は一度やってみたらどうか。 

⑸ 専門的知見の活用について  

   専門的知見を最大限に生かす取組みとして、政策研究審議会が常設型の附属機関 

  として発足。委員は、大学教授３名、副市長１名の計４名で構成。議会改革に対す 

  る提言を頂いている。提言に対する討議は、議員の責任 

 

２ 新座市議会 

 ⑴ 新座市の概要 

  ア 市制施行 昭和４５年１１月１日、面積２２．７８㎢、人口１６５，５５２人 

  イ 新市庁舎の概要  

   (ｱ) 平成３０年１月４日 新庁舎開庁 

   (ｲ)  経過 東日本大震災が発生（マグニチュード９．０）、本庁舎耐震診断実施 

     平成２４年９月２７日 新庁舎耐震化整備に関する特別委員会を設置 

       ２６年１月１７日   〃     基本方針を決定 

          ２月２１日 新庁舎建設検討特別委員会を設置  

       ２７年５月２２日 新座市新庁舎建設基本設計を決定    

       ２８年１月２５日 工事請負契約締結、 

          ２月２２日 工事着手 

       ２９年１０月末  工事完了 

    スピード感を持った建設事業であり、対応に市民、議会、理事者側の一体感を 



 

    感じた。震度７で倒壊の恐れがあるといえども、そのスピードには驚いた。危 

    機管理の徹底によるものか。 

  ウ 議会施設 

   (ｱ) 議場に新たに質問席を設けた。フロアにＷｉ―Ｆｉ、議場の議員席へのＬＡ 

    Ｎ配線及び電源コンセント設置、障がい者のための整備、モニター、スクリー 

     ン等のＩＣＴ化、会派構成の変動に対応する可動式間仕切り導入 

   (ｲ) 議場コンサート、小学生議会など議会活動以外の利用をしている。インター 

     ネット配信により、現時点で、以前よりもコストダウン可能な設備を備えてい 

    ると思う。 

 

 

 平成３０年１２月２６日 

  松本市議会議長 上條 俊道 様 

                    議会運営委員会委員 大久保真一 


